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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月22日(2021.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　基準信号のタイプに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要
素（ＣＣＥ）構造を決定することと、前記基準信号のタイプは、復調基準信号（ＤＭＲＳ
）を備える、
　前記決定されたＣＣＥ構造に従ってダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のための前記第１
の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域を監視することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスに少なくとも部分的に基づいて、アグ
リゲーションレベルを決定することをさらに備え、前記ＣＣＥ構造が、固定数のリソース
要素グループ（ＲＥＧ）を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各ＲＥＧ中のリソース要素の数が、構成された基準信号復調方式とは無関係である、ま
たは、
　ＤＣＩのために利用可能な各ＲＥＧ中のリソース要素の数が、構成された基準信号復調
方式に少なくとも部分的に基づく、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＥＧのうちの１つまたは複数が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、またはチャネル
状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、あるいはそれらの任意の組合せを含んでいるリソー
ス要素を備える、または、
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　前記ＲＥＧのうちの１つまたは複数が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、またはチャネル
状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、あるいはそれらの任意の組合せを含んでいるリソー
ス要素を含まない、または、
　各ＲＥＧに、周波数領域中での前記ＲＥＧのロケーションと、それに続く時間領域中で
の前記ＲＥＧの前記ロケーションとを示すインデックスが割り当てられる、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御領域のための前記アグリゲーションレベルを決定することが、アグリゲーショ
ンレベルごとのブラインド復号の数を決定することをさらに備える、請求項２に記載の方
法。
【請求項６】
　前記制御領域中でＤＣＩのために利用可能なリソース要素の数がしきい値を上回るかど
うかを識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造を決定す
ること、または
　前記制御領域がＤＭＲＳベースの復調のために構成されているのかどうかを識別するこ
とと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造を決定す
ること、または
　前記制御領域への前記ＤＣＩのマッピングが分散されるのかまたは局所化されるのかを
識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造を決定す
ること、または
　前記ＤＣＩのフォーマットを識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造を決定す
ること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御領域を備えるシンボルの数を示すシグナリングを受信すること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数に少なくとも部分的に基づいてアグリゲーショ
ンレベルを決定することをさらに備える、または
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数に少なくとも部分的に基づくレートマッチング
を使用して前記第１の持続時間の前記ＴＴＩ中にデータを受信することをさらに備える、
または、
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数がセル固有である、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数がユーザ機器（ＵＥ）固有である、請求項７に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記シグナリングが、セル内で通信するＵＥのセットのための制御チャネル構成を示し
、
　前記シグナリングは、前記セットの各ＵＥが、１シンボル制御領域で構成されること、
または前記セットの各ＵＥが、２シンボル制御領域で構成されること、または、前記ＵＥ
の第１のサブセットが１シンボル制御領域で構成され、前記ＵＥの第２のサブセットが２
シンボル制御領域で構成されることを示す、または、
　セル内で通信するＵＥのセットのための制御チャネル構成を示す追加のシグナリングを
受信することをさらに備え、前記追加のシグナリングは、前記セットの各ＵＥが、１シン
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ボル制御領域で構成されること、または前記セットの各ＵＥが、２シンボル制御領域で構
成されること、または、前記ＵＥの第１のサブセットが１シンボル制御領域で構成され、
前記ＵＥの第２のサブセットが２シンボル制御領域で構成されることの指示を備える、ま
たは、
　ＤＣＩを備える前記制御領域のリソース要素のセットの一部分を示す追加のシグナリン
グを受信することをさらに備える、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数が２つであり、前記制御領域中の各ＣＣＥが、
前記制御領域中の単一のシンボルにわたる、または、
　前記制御領域中のアグリゲーションレベルに関連する各復号候補が、前記制御領域中の
単一のシンボルにわたる、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　基準信号のタイプに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要
素（ＣＣＥ）構造を決定することと、前記基準信号のタイプは、復調基準信号（ＤＭＲＳ
）を備える、
　前記決定されたＣＣＥ構造に従って前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域中
でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することと、
　を備える、方法。
【請求項１３】
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別するための手段と、
　基準信号のタイプに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要
素（ＣＣＥ）構造を決定するための手段と、前記基準信号のタイプは、復調基準信号（Ｄ
ＭＲＳ）を備える、
　前記決定されたＣＣＥ構造に従ってダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のための前記第１
の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域を監視するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１４】
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別するための手段と、
　基準信号のタイプに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要
素（ＣＣＥ）構造を決定するための手段と、前記基準信号のタイプは、復調基準信号（Ｄ
ＭＲＳ）を備える、
　前記決定されたＣＣＥ構造に従って前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域中
でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１５】
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記コードは、プロセッサによって実行
されたとき、前記プロセッサに、請求項１から１２のうちのいずれか一項に記載の方法を
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実行させる命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　[0143]当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって
説明される様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書で開
示されるいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に記載されているか
否かにかかわらず、公に供するものではない。「モジュール」、「機構」、「要素」、「
デバイス」、「構成要素」などという単語は、「手段」という単語の代用でないことがあ
る。したがって、いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用し
て明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきで
はない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少な
くとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定することと、
　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従ってダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）のための前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域を監視するこ
とと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ＣＣＥ構造が、固定数のリソース要素グループ（ＲＥＧ）を備え、前記アグリゲー
ションレベルが、前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記インデックスに少なくとも部分
的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　各ＲＥＧ中のリソース要素の数が、構成された基準信号復調方式とは無関係である、Ｃ
２に記載の方法。
［Ｃ４］
　ＤＣＩのために利用可能な各ＲＥＧ中のリソース要素の数が、構成された基準信号復調
方式に少なくとも部分的に基づく、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＲＥＧのうちの１つまたは複数が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、復調基準信号（
ＤＭＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、あるいはそれらの任意
の組合せを含んでいるリソース要素を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＲＥＧのうちの１つまたは複数が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、復調基準信号（
ＤＭＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、あるいはそれらの任意
の組合せを含んでいるリソース要素を含まない、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記制御領域のための前記制御チャネル要素（ＣＣＥ）構造または前記アグリゲーショ
ンレベルのうちの少なくとも１つを決定することが、アグリゲーションレベルごとのブラ
インド復号の数を決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ８］
　前記制御領域中でＤＣＩのために利用可能なリソース要素の数がしきい値を上回るかど
うかを識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記制御領域中のリソース要素が復調基準信号（ＤＭＲＳ）を含んでいるのかどうか、
または前記制御領域がＤＭＲＳベースの復調のために構成されているのかどうかを識別す
ることと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記制御領域への前記ＤＣＩのマッピングが分散されるのかまたは局所化されるのかを
識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＤＣＩのフォーマットを識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記制御領域を備えるシンボルの数を示すシグナリングを受信すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数に少なくとも部分的に基づいて前記アグリゲー
ションレベルを決定すること
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数に少なくとも部分的に基づくレートマッチング
を使用して前記第１の持続時間の前記ＴＴＩ中にデータを受信すること
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数がセル固有である、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数がユーザ機器（ＵＥ）固有である、Ｃ１２に記
載の方法。
［Ｃ１７］
　前記シグナリングが、セル内で通信するＵＥのセットのための制御チャネル構成を示す
、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記シグナリングは、前記セットの各ＵＥが、１シンボル制御領域で構成されること、
または前記セットの各ＵＥが、２シンボル制御領域で構成されること、または、前記ＵＥ
の第１のサブセットが１シンボル制御領域で構成され、前記ＵＥの第２のサブセットが２
シンボル制御領域で構成されることを示す、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　セル内で通信するＵＥのセットのための制御チャネル構成を示す追加のシグナリングを
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受信すること、ここにおいて、前記追加のシグナリングは、前記セットの各ＵＥが、１シ
ンボル制御領域で構成されること、または前記セットの各ＵＥが、２シンボル制御領域で
構成されること、または、前記ＵＥの第１のサブセットが１シンボル制御領域で構成され
、前記ＵＥの第２のサブセットが２シンボル制御領域で構成されることの指示を備える、
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ＤＣＩを備える前記制御領域のリソース要素のセットの一部分を示す追加のシグナリン
グを受信すること
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数が２つである、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記制御領域中の各ＣＣＥが、前記制御領域中の単一のシンボルにわたる、Ｃ２１に記
載の方法。
［Ｃ２３］
　前記制御領域中の前記アグリゲーションレベルに関連する各復号候補が、前記制御領域
中の単一のシンボルにわたる、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２４］
　各ＲＥＧに、周波数領域中での前記ＲＥＧのロケーションと、それに続く時間領域中で
の前記ＲＥＧの前記ロケーションとを示すインデックスが割り当てられる、Ｃ２に記載の
方法。
［Ｃ２５］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少な
くとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定することと、
　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従って前記第１の持続
時間の前記ＴＴＩの前記制御領域中でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２６］
　前記ＣＣＥ構造が、固定数のリソース要素グループ（ＲＥＧ）を備え、前記アグリゲー
ションレベルが、前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記インデックスに少なくとも部分
的に基づく、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　各ＲＥＧ中のリソース要素の数が、構成された基準信号復調方式とは無関係である、Ｃ
２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　ＤＣＩのために利用可能な各ＲＥＧ中のリソース要素の数が、構成された基準信号復調
方式に少なくとも部分的に基づく、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記ＲＥＧのうちの１つまたは複数が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、復調基準信号（
ＤＭＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、あるいはそれらの任意
の組合せを含んでいるリソース要素を備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記ＲＥＧのうちの１つまたは複数が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、復調基準信号（
ＤＭＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、あるいはそれらの任意
の組合せを含んでいるリソース要素を含まない、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３１］
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　前記制御領域中でＤＣＩのために利用可能なリソース要素の数がしきい値を上回るのか
どうかを識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記制御領域中のリソース要素が復調基準信号（ＤＭＲＳ）を含んでいるのかどうか、
または前記制御領域がＤＭＲＳベースの復調のために構成されているのかどうかを識別す
ることと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記制御領域への前記ＤＣＩのマッピングが分散されるのかまたは局所化されるのかを
識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記ＤＣＩのフォーマットを識別することと、
　前記識別に少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための前記ＣＣＥ構造または前
記アグリゲーションレベルを決定することと
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ３５］
　前記制御領域を備えるシンボルの数を示すシグナリングを送信すること
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ３６］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数に少なくとも部分的に基づいて前記アグリゲー
ションレベルを決定すること
　をさらに備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ３７］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数に少なくとも部分的に基づいて前記ＤＣＩの前
記送信のために使用されるリソース要素の周りでデータビットをレートマッチングするこ
とと、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩ中に前記レートマッチングされたデータビットを送信
することと
　をさらに備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ３８］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数がセル固有である、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ３９］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数がユーザ機器（ＵＥ）固有である、Ｃ３５に記
載の方法。
［Ｃ４０］
　前記シグナリングが、セル内で通信するＵＥのセットのための制御チャネル構成を示す
、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４１］
　前記シグナリングは、前記セットの各ＵＥが、１シンボル制御領域で構成されること、
または前記セットの各ＵＥが、２シンボル制御領域で構成されること、または、前記ＵＥ
の第１のサブセットが１シンボル制御領域で構成され、前記ＵＥの第２のサブセットが２
シンボル制御領域で構成されることを示す、Ｃ４０に記載の方法。
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［Ｃ４２］
　セル内で通信するＵＥのセットのための制御チャネル構成を示す追加のシグナリングを
送信すること、ここにおいて、前記追加のシグナリングは、前記セットの各ＵＥが、１シ
ンボル制御領域で構成されること、または前記セットの各ＵＥが、２シンボル制御領域で
構成されること、または、前記ＵＥの第１のサブセットが１シンボル制御領域で構成され
、前記ＵＥの第２のサブセットが２シンボル制御領域で構成されることの指示を備える、
　をさらに備える、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４３］
　ＤＣＩを備える前記制御領域のリソース要素のセットの一部分を示す追加のシグナリン
グを送信すること
　をさらに備える、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記制御領域を備えるシンボルの前記数が２つである、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４５］
　前記制御領域中の各ＣＣＥが、前記制御領域中の単一のシンボルにわたる、Ｃ４４に記
載の方法。
［Ｃ４６］
　前記制御領域中の前記アグリゲーションレベルに関連する各復号候補が、前記制御領域
中の単一のシンボルにわたる、Ｃ４４に記載の方法。
［Ｃ４７］
　各ＲＥＧに、周波数領域中での前記ＲＥＧのロケーションと、それに続く時間領域中で
の前記ＲＥＧの前記ロケーションとを示すインデックスが割り当てられる、Ｃ２６に記載
の方法。
［Ｃ４８］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別するための手段と、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少な
くとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定するための手段と
、
　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従ってダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）のための前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域を監視するた
めの手段と
　を備える、装置。
［Ｃ４９］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別するための手段と、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少な
くとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定するための手段と
、
　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従って前記第１の持続
時間の前記ＴＴＩの前記制御領域中でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信するための
手段と
　を備える、装置。
［Ｃ５０］
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　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少
なくとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（Ｃ
ＣＥ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定することと、
　　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従ってダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）のための前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域を監視する
ことと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
［Ｃ５１］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少
なくとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（Ｃ
ＣＥ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定することと、
　　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従って前記第１の持
続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域中でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信すること
と
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
［Ｃ５２］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記コードが、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少な
くとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定することと、
　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従ってダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）のための前記第１の持続時間の前記ＴＴＩの前記制御領域を監視するこ
とと
　を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読
媒体。
［Ｃ５３］
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と前記第１のＴＴＩ持続時間よりも大きい第２
のＴＴＩ持続時間とをサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記コードが、
　前記第１の持続時間のＴＴＩの制御領域を識別することと、
　前記第１の持続時間の前記ＴＴＩのインデックスまたは基準信号のタイプのうちの少な
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くとも１つに少なくとも部分的に基づいて前記制御領域のための制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）構造またはアグリゲーションレベルのうちの少なくとも１つを決定することと、
　前記決定されたＣＣＥ構造または前記アグリゲーションレベルに従って前記第１の持続
時間の前記ＴＴＩの前記制御領域中でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することと
　を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読
媒体。


	header
	written-amendment

